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【発行・問合せ】 

府中市都市整備部計画課 

住 所：〒183-8703  

府中市宮西町２丁目２４番地 

電 話：042-335-4431   

F A X：042-335-0499 

E-mail：tosikei01@city.fuchu.tokyo.jp 

梅雤の候 皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、日ごろよ

り市政にご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

今回のまちづくりニュース第５号では、まちづくり誘導計画(案)の縦覧及び土地利用調整審

査会の審議を経て策定した「新町・栄町地区まちづくり誘導計画」の内容及び今後の予定等

についてお知らせいたします。 

府中市都市整備部計画課 

第５号 

１．第６回わがまち調査隊を開催しました --------------------- 1～3 ページ 

２．まちづくり誘導計画（案）を縦覧しました --------------------- 3 ページ 

３．これからの新町・栄町地区のまちづくりについて --------------- 3 ページ 

４．いよいよ、まちづくり誘導地区の指定、誘導計画の策定です！ 4～8 ページ 

目次 

１．第６回わがまち調査隊を開催しました 

まちづくり計画（最終版）をもとに、これからの新町・栄町地区のまちづくりにつ

いて話し合いをしました。 

次のページでご紹介するように、参加者の皆さんからは今後とも話し合いを続け、

自分たち住民の手でさらによいまちづくりをしていきたいという気持ちがこもった、

熱心な話し合いをしていただきました。 

日 時：平成 24 年 4 月 8 日（日） 

14：00～16：30 

場 所：新町文化センター 会議室 

参加者：18 名 

主なご意見は 

次のページです。 

新町・栄町地区まちづくり誘導計画 「地区施設等図」 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 1/2,500の地形図を使用して作成し
たものである。 （承認番号）23都市基交第 642号、平成 24年 3月 16日 
この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 1/2,500の地形図（道路網図）を使
用して作成したものである。ただし、計画線は都市計画道路の計画図から転記したもので
ある。無断複製を禁ず。 （承認番号）23都市基街測第 160号、平成 24年 3月 9日 
この背景の地形図は東京都都市整備局と㈱ミッドマップ東京が著作権を有しています。 
（承認番号 MMT利許第 043号-9、平成 24年 3月 16日） 

今年度はさらに詳しいルールが必要かどうか、勉強会を開催する予定です。 
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＜誘導計画案について＞ 

ア 道路の幅員を広げて、交通量が増えるのは困る。 

イ 事業者への意見をもうまとめる段階だ。骨子をしっかりさせておけば、後から色々な意見が加

わったとしても組み入れやすいのではないか。 

ウ 国分寺街道や東八道路など、都が整備する都市計画道路について、地元の意見を前向きに聞い

て欲しい。 

エ 関東医療尐年院は、樹木が多く良い環境であるため、これを残せたら良いと思う。 

 

＜話し合いの進め方について＞ 

ア これまでは一緒に話し合いを進めてきたが、今後はいろいろな課題に対して分科会のような形

式で進めてはどうか。 

イ 町会に行政側から声をかけないと、活動が地域に浸透しないのではないか。町内会長などをう

まく活用し、活動への参加を促せると良い。 

ウ 自助、公助、共助の精神で取組むことが大切である。行政ばかりにお願いするのではなく、町

会内での声かけなど、自分たちでできることはしなくてはならない。 

エ 忙しくてわがまち調査隊には参加できない方も、アンケートやメールなどで意見を出してい

る。こうした住んでいる人の意見をできるだけ出し合い、まとめていけるとよい。 

オ まだ地区内に活動を知らない人がいるかもしれないので、周知の方法は工夫した方がよい。 

カ 今回の対象エリア外であっても、関東医療尐年院に近く、利害関係があるようなお宅について

も参加をしてもらうかどうか検討が必要だ。 

 

主なご意見 

ア 誘導計画で具体的な制限ができないのであれば、尐なくとも関東医療尐年院だけでもルールづ

くりは必要だ。パチンコやカラオケなどの施設は建って欲しくない。 

イ 一般の住宅地も延焼しないような敷地規模が必要であり、道路は通過交通が入り込まないよう

にしたい。 

ウ 誘導計画を策定後、地区計画などのさらに詳しいルール化を検討するのであれば、定める手順、

手法、誘導計画との違いなどを具体的に示して欲しい。 

エ 詳細なルールづくりを行うには、どこにどの程度の制限が必要かいきなりは決められない。数

値化をするには、よく検討する必要がある。 

オ 今回のわがまち調査隊、アンケート結果など、これまで出た意見を基に、どんなルールが良い

か検討したい。 

 

＜誘導計画案のルール化について＞ 

＜今後について＞ 

ア 今後も意見を聴く会が設けられるようで、大変ありがたい。今日がその第一歩だと認識してい

る。 

イ 現在問題となっていることと、関東医療尐年院が移転するまでにやることの整理が必要だ。 

ウ ようやく調査隊がまとまり、活動が軌道に乗ってきたのに、この活動がゼロになってしまうの

は惜しい。今後も参加を呼び掛け、活動を続けたい。 

新町・栄町地区まちづくり誘導計画 「土地利用図」 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 1/2,500の地形図を使用して作成したものである。 （承認番号）23
都市基交第 642号、平成 24年 3月 16日 
この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 1/2,500の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。ただ
し、計画線は都市計画道路の計画図から転記したものである。無断複製を禁ず。 （承認番号）23 都市基街測第 160 号、
平成 24年 3月 9日 
この背景の地形図は東京都都市整備局と㈱ミッドマップ東京が著作権を有しています。 （承認番号 MMT利許第 043号-9、
平成 24年 3月 16日） 
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地
区
施
設
等
の
配
置
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項 

【道路】 

＜生活幹線道路＞ 生活幹線道路１～７号（現況幅員2.73ｍ～7.50ｍ、将来的に 4ｍ以上にする） 

・地域の骨格となる道路となるよう、建築物等の建替えに合わせた壁面の後退や電柱の宅地内への引き

込み及びブロック塀の抑制や生垣設置を誘導し、交通利便性や防災面を考慮した空間の確保を行う。 

・通行する車両のスピードの抑制に向けた取組みを行い、安全・快適な道路づくりを行う。 

＜主要生活道路＞ 主要生活道路１～７号（現況幅員1.82ｍ～7.48ｍ、将来的に 4ｍ以上にする） 

・日常生活を支える主要な道路となるよう、建築物等の建替えに合わせた隅切りの設置や狭あい部分の

解消及びブロック塀の抑制や生垣設置を誘導し、安全・快適な道路づくりを行う。 

＜通路＞ 

・歩行者、自転車等の利便性の向上につながる地域内動線として、関東医療尐年院の跡地利用に合わせ

て、新たに通路空間を確保する。 

＜その他の生活道路＞ 生活道路（現況幅員 1.82m～6.50ｍ、将来的に 4ｍ以上にする） 

・日常生活を支える生活道路では、建築物の建替え等に合わせた隅切りの設置や狭あい部分の解消によ

り、安全・快適な道路づくりを行う。 

【公園】 新町第三公園 、栄町北公園 

・公園を彩るゆたかな緑は、住環境や防犯面から、緑の質を維持し高めることができるよう、適切な管

理を行う。また、緑の維持・管理については、近隣の大学や事務所を取り込んだ地域ぐるみで取り組

む仕組みづくりを推進する。 

 

建
築
物
及
び
工
作
物
に
関
す
る
事
項 

＜一般住宅地区＞ 

・ゆとりある居住環境を維持する敷地規模の確保に努める。 

・日当たりや風通しを確保しやすいよう、隣地から建築物の壁面を後退する。 

・ゆとりあるまち並みづくりに向けて、建築物の壁面は道路から後退する。 

・建築物等の色彩は、周囲と比べ突出せず、落ち着いた色合いとする。 

・敷地内の植栽は、見通しに配慮して管理するよう努める。 

＜集合住宅地区＞ 

・敷地内の植栽は、見通しに配慮して管理するよう努める。 

＜沿道商業地区＞ 

・建築物の用途は、周囲の住環境に悪影響を不える施設を抑制し、生活利便につながる施設を誘導する。 

・ゆとりあるまちなみづくりに向けて、建築物の壁面は道路から後退する。 

・建築物等の色彩は、周囲と比べ突出せず、落ち着いた色合いにする。 

・広告物を設置する際は、刺激的な色や照明は避け、敷地内に設置する。 

・自転車や歩行による買物客などから、利用しやすく、まち並み景観に配慮した形態・意匠とする。 

・空店舗や空家を有効利用するよう誘導する。 

＜関東医療尐年院・公務員宿舎＞ 

・地域が住宅地であることに十分に配慮し、住環境の悪化の恐れのない建築物の用途、形態、色彩、意

匠とする。 

・地域の防災性に資する場を確保し、防災備蓄倉庫・防災トイレなど防災関連設備の設置を誘導する。 

・建築物を建てる際は、屋外広告物も含めて高さを抑え、周辺の日照・通風やまち並みに十分に配慮し

た高さとする。 

・壁面の位置は敷地境界から十分に離し、建物は適宜分節するなど圧迫感を軽減する。 

・敷地の外周部は、ゆとりある歩行空間が確保できるよう整備する。 

・地区内への通過交通を増やさないよう努める。 

・地域住民の意見を十分に配慮した計画となるよう努める。 

＜生活幹線道路沿道＞ 

・歩行者の通行や緊急車両の進入・消防活動時を考慮して、建築物の壁や塀は道路から離し、固定物を

置かないよう誘導する。 

・電柱を敷地内に引き込むよう努める。 

・道路に面する部分では、地震などによる倒壊の影響を最小限にするため、生垣や見通しのよいフェン

スとする。 

＜主要生活道路沿道＞ 

・狭あいな部分では建物の壁や塀を道路から離し、角地には隅切りをつくる。 

・道路に面する部分では、地震などによる倒壊の影響を最小限にするため、生垣や見通しのよいフェン

スとする。 

 

 

２．まちづくり誘導計画（案）を縦覧しました 

平成24年３月２8日（水）～４月11日（水）にかけて、市役所７階計画課において、まちづくり

誘導計画（案）を縦覧した結果、意見書の提出はありませんでした。 

今後、まちづくり条例に規定する開発事業においては、策定したまちづくり誘導計画を遵

守することとなり、計画的なまちづくりの誘導に努めていきます。 

また、地域住民の皆さんの意向に応じ、まちづくり誘導計画の考え方を基本とした法的担

保性のある詳細なまちづくりのルールづくりを進めていくことも考えられます。 

平成24年度は、新町・栄町地区に法的担保性のある詳細なルールが必要かどうか、地域の

みなさんとともに勉強会を開催していきたいと思います。 

話し合いの内容は、今後ともまちづくりニュースを通じてお知らせしていきますので、今

後ともご協力のほどよろしくお願いいたします。 

３．これからの新町・栄町地区のまちづくりについて 

■今後の流れ 

新町・栄町地区 
まちづくり誘導計画 

策定！ 

勉強会の実施 

平成 24 年 6 月 平成 24 年度 

 
もっと制限力のある
ルールが必要か検討 

平成 25 年春 

詳細ルール化 
する or しない 

決定 

詳細なルール
の検討 

＜その他の意見＞ 

ア 地区の歴史をしっかりと踏まえ、新町・栄町らしい計画にしていきたい。 

イ 公共交通では東西方向が丌便である。なんとかしたい。 

ウ わがまち調査隊で議論している内容は、当地域だけの課題ではない。他の地域のモデルとなる

ような取組みをしていきたい。 

エ ただ、地域住民の意見を聞くだけでなく、ここでの議論をしっかりまちづくりに反映させなけ

れば話し合う意味がない。 

オ 活動はわがまち調査隊を軸にして良いと思う。町会の活動状況は様々なので、一概に町会を軸

にするのは難しいのではないか。 
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名 称 新町・栄町地区まちづくり誘導計画  

ま
ち
づ
く
り
の
方
針 

・隣接する戸建て住宅等の住環境への影響を十分考慮し、建築物の高さを抑え、隣接するオープンスペ

ースとの連続性を考慮し、一体的な利用ができるよう誘導する。 

・外周道路の整備や地域に開放された敷地内通路を設けるなど、適切な交通環境の整備を誘導する。 

４ 地域交通の骨格となる生活幹線道路では、自動車や歩行者・自転車が安全に通行できる道路の改善、

整備を進める。 

・沿道の建替えに合わせて壁面後退を誘導し、交通利便のほか、緊急車両の進入や消防活動に配慮した

空間の確保を目指す。 

・まち並みや交通安全の面から、敷地内への電柱の引き込みを誘導する。 

・地区内の防災性の向上の観点から、地震などによる倒壊の影響を最小限にするよう、ブロック塀を避

け、生垣等を誘導する。 

・舗装や標識の工夫、交通規制などによる交通安全対策を通じ、交差点などの安全な歩行環境の確保を

行う。 

５ 地域の日常生活を支える主要生活道路では、歩きやすい歩行環境づくりを進める。 

・通学路などの主要生活道路では、隅切りの設置を誘導するとともに、狭あいな部分の解消を進める。 

・地区内の防災性の向上の観点から、地震などによる倒壊の影響を最小限にするよう、ブロック塀を避

け、生垣等を誘導する。 

・段差の解消やカーブミラー、街路灯の設置など、安全な歩行環境の確保を行う。 

６ 近隣市や関係機関等と連携し、安全で快適な広域の移動環境の確保を進める。 

・東八道路は、自転車の走行帯を設けるなど、歩行者・自転車が安全で快適に移動できるよう道路づく

りの促進に努める。 

・都市計画道路などの広域的な道路ネットワークの整備促進に努める。 

・さらなる高齢化を見据え、公共交通の利便性の維持・向上に向けた検討を進める。 

７ 地域の緑の維持管理の仕組みづくりに取り組む。 

・公園・広場や街路の緑をはじめ、地域のシンボルともなる住宅地内の緑について、住環境や交通安全、

防犯面から、緑の質を維持し、高めることができるよう、隣接自治体の協力を得ながら、近隣の大学

や事業所を取り込んだ地域ぐるみで維持管理する仕組みづくりの促進に努める。 

位 置 

及び 

区 域 

府中市新町一丁目、三丁目及び栄町一丁目の各一部   面積 約 31.0ha 
西側：国分寺街道、市境（国分寺市） 
南側：東八道路 
東側：市道３－１７３号、市道３－１３４号、市境（小金井市） 
北側：市境（国分寺市、小金井市） 

 

ま
ち
づ
く
り
の
目
標 

本地区は低層住宅を中心としたゆとりある閑静な住宅地を形成している。東八道路、国分寺街道による交

通利便性が高く、近隣には日常的な買物の場となる商業施設や公共施設も立地する。東八道路沿いの緑をは

じめ、地区内には公共用地、民地内ともに緑にあふれ、地区の特徴となっている。 

近年では地区内の高齢化が進むとともに、敷地の細分化や建築物の密集化等による住環境の悪化が懸念さ

れ、地区の特徴でもあるゆたかな緑も、維持・管理の行き届いていない場所があり、交通安全面、防犯面で

課題となっている。 

また、小中学校をはじめとした主要な公共公益施設は東八道路により分断されており、災害時の避難等の

面から課題としてあげられる。 

さらに、地区内に所在する関東医療尐年院は、移転が決定しており、隣接する公務員宿舎を含む移転後の

跡地利用の適切な誘導とともに、本地区の南側を東西に面している、東八道路の延伸に伴う沿道の土地利用

と周辺環境との調和が求められる。 

そこで本地区では、以下のようなまちを目指してまちづくりを進める。 

・多様な世帯が住まい、閑静ながらも活気のある生活利便性の高い住宅地 

・東八道路と国分寺街道による交通利便性を活かした、歩行者や自転車が安全で快適に移動できるまち 

・いざというときの備えも万全で、安心して暮らせるまち 

・地域で育てる緑がゆたかにあふれるまち 

 

ま
ち
づ
く
り
の
方
針 

１ 戸建てを中心としたゆとりある住宅地を維持しながら、若年層や高齢層が住みやすく、定住できるま

ちづくりを進める。 

・敷地の細分化や建築物の密集化を防ぎ、日照や通風の確保に配慮した住まいづくりを誘導し、ゆとりあ

る住環境を維持する。 

・若年層の住む低層集合住宅を維持し、定住の促進を図る。 

・周辺と調和した建物の色彩を誘導する。 

・まち並み形成や防犯面に配慮した緑の維持・管理のルール、仕組みについて地域での取組みを推進する。 

・防災・防犯面から、空地や空家の対策について、地域での取組みを推進する。 

２ 東八道路及び国分寺街道の沿道では、地域の生活利便性を高める施設を維持、誘導するとともに、幹

線道路にふさわしい魅力的なまち並みづくりを進める。 

・地域の生活利便性の維持とさらなる向上に向け、集合住宅や事業所のほか、商業・サービス・健康・福

祉・文化など地域の暮らしに密着した施設の立地を誘導する。 

・徒歩・自転車など多くの人が利用する道路であるため、壁面後退、圧迫感を軽減させ、広告物は道路に

突出させないよう誘導する。 

・閑静な住宅地の面する道路として、風紀上好ましくない施設や住環境を悪化するおそれのある施設の立

地を抑制するとともに、建物や広告物は周辺と調和したものを誘導する。 

・地域の魅力資源ともなっている東八道路沿いのゆたかな緑は、交通安全、防犯面の向上の観点から、緑

の質を維持し高める取組みを推進する。 

３ 関東医療尐年院・公務員宿舎の移転後の跡地利用にあたっては、周辺の住環境と調和し、地域生活の

魅力や防災性の向上に資する土地利用を図る。 

・関東医療尐年院・公務員宿舎の移転後の跡地利用にあたっては、東八道路の沿道の一部として、地域の

高齢化や若年層の定住促進を見据え、地域の暮らしに密着し、地域生活の付加価値を高める土地利用を

誘導する。 

・地域の防災性の向上に資する広場の確保と、防災備蓄倉庫・防災トイレなど防災関連設備の設置を誘導

する。 

 

 

土
地
利
用
に
関
す
る
事
項 

＜一般住宅地区＞ 

・緑ゆたかな、ゆとりある居住環境を目指し、敷地の細分化を抑制するなど、宅地内への植栽を積極的

に進める。 

＜集合住宅地区＞ 

・地域の高齢世帯及び若年世帯が住む低層の集合住宅地としての土地利用を図る。 

＜沿道商業地区＞ 

・東八道路の延伸により利便性の向上、交通量の増加を想定し、地域に密着した生活・サービスを複合

した沿道市街地の形成を図る。 

・歩行空間や後背の住環境に配慮した土地利用を図る。 

・地域の魅力資源である東八道路沿いの緑は、交通安全、防犯面から、緑の質の維持・向上を図る。 

・身近な生活を支え、地域の交流の場ともなる商店街としての土地利用を図る。 

・駐車場や資材置き場などではなく、できるだけ沿道商業地としての土地利用を誘導する。 

＜関東医療尐年院・公務員宿舎＞ 

・高齢層や若年層の定住促進を見据えた地域生活の魅力を高める土地利用を図る。 

・オープンスペースの確保、外周道路の整備など、適切な交通環境の整備を誘導する。 

・隣接する住宅地と調和し、防災性を高める広場を確保するなど、地域生活の利便性や防災性を高める

施設・設備を誘導する。 
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４．いよいよ、まちづくり誘導地区の指定、誘導計画の策定です！ 
縦覧結果及び土地利用調整審査会の意見を伺い、平成24年6月15日付でまちづくりの誘導地区の指定

及び「新町・栄町地区まちづくり誘導計画」を策定しました。 

これまで地域の皆さんからいただいたたくさんの意見をできるだけ反映させ、皆さんとともに作り上げ

た計画です。ご協力、ありがとうございました。 


